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『管理技術情報NET』について 5

http://mtinet.la.coocan.jp/index.html

典型的な管理技術の一つ
小集団改善活動は

典型的な管理技術の一つ

２.小集団を取り巻く

環境と対応

6
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社会環境の変化と対応 7

 社会構造の変化(少子高齢化･雇用の多様化)
 経済環境の激変(コロナ禍不況、2極化)
 情報技術の革新(BigData､5G・IoT・AI)※1

 新たな価値観･社会的責任(CSR･ESG･SDGs)
 働き方改革(ダイバシティ、テレワーク)
 技術に対する信頼の低下(性能検査の改ざん)

 変化に柔軟に対応できる進化した小集団改善活動

 新しい時代の活動形態(CFT※2､RW型※3､分散型※4)

 品質管理/小集団改善活動の原点回帰と新たな視点

持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な小集団改善活動小集団改善活動小集団改善活動小集団改善活動へへへへ
※1．5G：第5世代通信技術(低遅延・高速/大容量・多数接続)

IoT：モノのインターネット接続技術 AI：人工知能
※2．CFT：クロスファンクショナル(機能・組織横断)チーム方式
※3．RW型：リモートワーク(遠隔参加)によるWEB会議方式
※4．分散型：テーマの細分化、ステップの小分けによる小編成方式

見極め
困難

複雑化

多様化

信頼の
揺らぎ

混迷の時代を凌ぐ
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『現場力』(小集団改善力)の必要性 8

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ=『『『『現場力現場力現場力現場力』』』』

How
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ=『『『『現場力現場力現場力現場力』』』』

How

競争戦略競争戦略競争戦略競争戦略

What
競争戦略競争戦略競争戦略競争戦略

What

ビジョンビジョンビジョンビジョン

Why
ビジョンビジョンビジョンビジョン

Why

オペレーション（現場力）オペレーション（現場力）オペレーション（現場力）オペレーション（現場力）

自ら問題を発見し自ら問題を発見し自ら問題を発見し自ら問題を発見し

解決する強い現場解決する強い現場解決する強い現場解決する強い現場

オペレーション（現場力）オペレーション（現場力）オペレーション（現場力）オペレーション（現場力）

自ら問題を発見し自ら問題を発見し自ら問題を発見し自ら問題を発見し

解決する強い現場解決する強い現場解決する強い現場解決する強い現場

本社本社本社本社本社本社本社本社

経営者経営者

逆ピラミッド

•戦略を実行する主体は、オペレーションを担う「現場」戦略を実行する主体は、オペレーションを担う「現場」戦略を実行する主体は、オペレーションを担う「現場」戦略を実行する主体は、オペレーションを担う「現場」

•「現場」こそが企業価値を生み出す主役でありエンジン「現場」こそが企業価値を生み出す主役でありエンジン「現場」こそが企業価値を生み出す主役でありエンジン「現場」こそが企業価値を生み出す主役でありエンジン

•経営者や本社はそれを下から支える存在に過ぎない経営者や本社はそれを下から支える存在に過ぎない経営者や本社はそれを下から支える存在に過ぎない経営者や本社はそれを下から支える存在に過ぎない

引用：㈱ﾛｰﾗﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙｶﾞｰ代表取締役COO 遠藤 功「現場力を鍛える」
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現場力と小集団 9

《現場力とは》
問題を…見つけ出す力
問題を…解き明かす力
それらを…実行する力

》《現場力の発揮に必要なもの》
 技能・技術
 情熱・自律心・意欲・社会性
 ものの見方・考え方・原理原則
 継続的改善と学習する風土(企業理念・職場) 

小集団の必要性

『やる気』と『やる腕』を持った集団を、

育み・結集するための『場』の創出と提供

そのためには…

３.持続可能な小集団

改善活動とは

10

持続可能⇒時代の変化に柔軟に適合できる活動
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小集団改善活動の天使のサイクル 11

会社が会社が会社が会社が
変わる変わる変わる変わる

職場が職場が職場が職場が
変わる変わる変わる変わる

個人が個人が個人が個人が
変わる変わる変わる変わる

小集団小集団小集団小集団
活活活活 動動動動

職場の活性化職場の活性化職場の活性化職場の活性化 個々人の成長個々人の成長個々人の成長個々人の成長
自己実現自己実現自己実現自己実現((((満足満足満足満足) ) ) ) 

持続可能な成長持続可能な成長持続可能な成長持続可能な成長有形・無形の効果有形・無形の効果有形・無形の効果有形・無形の効果
組織文化形成組織文化形成組織文化形成組織文化形成

経営へ
の関心

指導
支援

変化への柔軟な対応

組織の学習能力向上

現場力の維持向上

集団効果
目的共有

学習と
改善活動

貢献と承認

自律と創造

協働と社会生活の場

人材の育成と活用

個(創造性)の尊重

変化への適応

引用:「現場力の強化に活かすQCサークル活動」QCサークル本部編
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トップとボトムの融合（次世代型小集団活動の提案）
12

トップとボトムの融合
による小集団活動

《クォリティマネジメント：日科技連出版社 2004.11出版》

ｅ-QCCの誕生のきっかけとなった

小集団への小集団への小集団への小集団への
動機付け動機付け動機付け動機付け

ミドルミドルミドルミドル
の査定の査定の査定の査定

課題の課題の課題の課題の
小分け小分け小分け小分け上位課題上位課題上位課題上位課題

への自らへの自らへの自らへの自ら
の関与の関与の関与の関与

小集団と各階層の連携小集団と各階層の連携小集団と各階層の連携小集団と各階層の連携

風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土
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13持続可能な活動へ…変化への適応
対対対対 比比比比 これまでこれまでこれまでこれまで これからこれからこれからこれから

単 位 サークル テーマ

小 集 団
の 編 成

職場単位が原則
必要な人材･チーム
又は合同サークル

テーマの
範 囲

自職場の問題・課題
自職場を含む会社が
抱える課題・問題

目 標 実現性重視の目標 達成すべき目標

テーマの
選 定

残された課題や職場の
問題を洗い出し、上位
方針も確認して選定

上位方針を理解し自ら
の立場から関与できる
課題をブレークダウン

活動の場
メンバーの抱える職場
内の問題を自主的に
(クローズドサイクル)

お客様視点で職場及び
関連工程の問題提起
(オープンサイクル)

活動形態 定期的全員参加 非定期必要メンバー

会合方式 サークル会合 分散型､CFT､RW型

※分散型：テーマの細分化、ステップの小分けによる小編成方式
CFT：クロスファンクショナル(機能・組織横断)チーム方式
RW型：リモートワーク(遠隔参加)によるTV会議参加方式

※
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オープンサイクルによる顧客志向 14

オープンオープンオープンオープン
サイクルサイクルサイクルサイクル

自工程完結型のクローズド自工程完結型のクローズド自工程完結型のクローズド自工程完結型のクローズド
サイクルを連携することでサイクルを連携することでサイクルを連携することでサイクルを連携することで
お客様満足に繋がりますがお客様満足に繋がりますがお客様満足に繋がりますがお客様満足に繋がりますが…………

後工程後工程
作業標準
作業手順

作業実施 検査

要因解析

NG NG NG NG 

Do Check 

Act

Plan
(Standard) 

OK OK OK OK 

自工程自工程自工程自工程

完完完完 結結結結

ＣＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡＡ

ＰＰＰＰＰＰＰＰ ＤＤＤＤＤＤＤＤ

クローズドクローズドクローズドクローズド
サイクルサイクルサイクルサイクル

改善実施

作業標準
作業手順

作業実施 検査

要因解析

NG NG NG NG 

Do Check 

Act

OK OK OK OK 

ＣＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡＡ

ＰＰＰＰＰＰＰＰ ＤＤＤＤＤＤＤＤ

クローズドクローズドクローズドクローズド
サイクルサイクルサイクルサイクル

Plan
(Standard) 

改善実施

お客様満足お客様満足お客様満足お客様満足
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小集団改善活動の新たな定義 15

トップは、戦略を作り、これを計画し実行できる
レベルにまで落とす

小集団は、その目標の高さと計画の精緻さに共感し、
自分たちの立場から自律的に大きく関与する
この自律的・能動的活動が『小集団改善活動』である

トップは、戦略を作り、これを計画し実行できる
レベルにまで落とす

小集団は、その目標の高さと計画の精緻さに共感し、
自分たちの立場から自律的に大きく関与する
この自律的・能動的活動が『小集団改善活動』である

その成果は、高いモラル・高いスキル(技術・技能)
及び高い問題解決力の醸成と共に事業の市場競争力
向上につながる

その成果は、高いモラル・高いスキル(技術・技能)
及び高い問題解決力の醸成と共に事業の市場競争力
向上につながる

ここで得られた、高いモラル･高いスキル･高い問題
解決力を有する組織能力こそが『現場力』である
ここで得られた、高いモラル･高いスキル･高い問題
解決力を有する組織能力こそが『現場力』である

４.品質管理の振り返り

と新たな切り口

16

 品質管理(Quarity Control)とは何か
 適切な活動展開の整理と新たな切り口
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17品質管理の根底にあるもの品質管理の根底にあるもの品質管理の根底にあるもの品質管理の根底にあるもの

知っていることを知っていることを知っていることを知っていることを

数字で表すことができなければ数字で表すことができなければ数字で表すことができなければ数字で表すことができなければ・・・・・・・・・・・・

それをそれをそれをそれを十分に理解することはできない。十分に理解することはできない。十分に理解することはできない。十分に理解することはできない。

もしもしもしもし十分に理解していなければ・・・十分に理解していなければ・・・十分に理解していなければ・・・十分に理解していなければ・・・

それをそれをそれをそれをコントロールコントロールコントロールコントロールすることはできない。することはできない。することはできない。することはできない。

もしそれをもしそれをもしそれをもしそれをコントロールコントロールコントロールコントロールできなければ・・・できなければ・・・できなければ・・・できなければ・・・

偶然のなすがまま偶然のなすがまま偶然のなすがまま偶然のなすがままに任せるしかない。に任せるしかない。に任せるしかない。に任せるしかない。
∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽

結果は監視結果は監視結果は監視結果は監視((((モニターモニターモニターモニター))))するものするものするものするものであり・・・であり・・・であり・・・であり・・・

唯一手を下せるのは、その唯一手を下せるのは、その唯一手を下せるのは、その唯一手を下せるのは、そのプロセスプロセスプロセスプロセスである。である。である。である。
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18COPQCOPQCOPQCOPQ※1(失敗品質コスト失敗品質コスト失敗品質コスト失敗品質コスト))))についてについてについてについて

私たちが把握している私たちが把握している私たちが把握している私たちが把握している｢｢｢｢損失損失損失損失｣｣｣｣はははは氷山の一角氷山の一角氷山の一角氷山の一角にすぎないにすぎないにすぎないにすぎない

目に見え目に見え目に見え目に見え
るものるものるものるもの

目に見え目に見え目に見え目に見え
ないものないものないものないもの目に見え目に見え目に見え目に見え

ない損失ない損失ない損失ない損失

不良品不良品不良品不良品
再製作再製作再製作再製作

リコールリコールリコールリコール

初期不具合初期不具合初期不具合初期不具合

在庫の山在庫の山在庫の山在庫の山

設変処置設変処置設変処置設変処置

部品探し部品探し部品探し部品探し

調整作業調整作業調整作業調整作業

検収遅れ検収遅れ検収遅れ検収遅れ

逸注逸注逸注逸注

物流物流物流物流 保管・管理保管・管理保管・管理保管・管理

配置換え配置換え配置換え配置換え

作り過ぎ作り過ぎ作り過ぎ作り過ぎ

廃却廃却廃却廃却

計画の計画の計画の計画の
し過ぎし過ぎし過ぎし過ぎ

曖昧な契約曖昧な契約曖昧な契約曖昧な契約

※1 COPQ(Cost of Poor Quality)：低品質や品質不良、
欠陥やエラーなどのために生じる無駄なコストのこと

５５５５～８％～８％～８％～８％

１５～３０％１５～３０％１５～３０％１５～３０％
後手管理後手管理後手管理後手管理
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QCストーリの再整理 19

問題･課題

目的は？

対象の
領域は？

原因は？

《課題達成型》
1.テーマの選定
2.攻め所と目標設定
3.活動計画の作成
4.方策の立案
5.成功ｼﾅﾘｵの追求と実施
6.効果の確認
7.標準化と管理の定着
8.反省と今後の課題

《施策実行型》
1.テーマの選定
2.現状の把握と目標設定
3.活動計画の作成
4.対策の狙いどころ
5.対策の立案と実施
6.効果の確認
7.標準化と管理の定着
8.反省と今後の課題

《未然防止型》
1.テーマの選定
2.現状の把握と目標設定
3.活動計画の作成
4.改善機会の発見
5.対策の共有と水平展開
6.効果の確認
7.標準化と管理の定着
8.反省と今後の課題

《問題解決型》
1.テーマの選定
2.現状の把握と目標設定
3.活動計画の作成
4.要因の解析
5.対策の検討と実施
6.効果の確認
7.標準化と管理の定着
8.反省と今後の課題

新たな
仕事

新たな価値の創造
新規業務への備え

予測され
る失敗品
質の防止

現在の
仕事

不明

判明

判明

※１.従来水準を超える：従来の延長線上にない、現状打破や慢性的未達問題
※２. JDI ：Just do it の略で“行動あるのみ”の意味
※３.対策先行型：恒久対策に至ってなくﾓｸﾞﾗﾀﾀｷ的活動になる可能性がある

《JDI 型》
1.テーマの確認
2.対策の確認
3.実施計画の作成
4.実施
5.効果の確認
6.標準化と管理の定着
7.反省と今後の課題

※2

対策は？

不明

目標の
水準は？

従来
の水準

※１

従来水準
を超える

（80～90%） （5～10%） （5%）

対策対策対策対策
原因原因原因原因

不明不明不明不明 判明判明判明判明

不明不明不明不明 問題解決型問題解決型問題解決型問題解決型 施策実行型施策実行型施策実行型施策実行型

判明判明判明判明 対策先行型対策先行型対策先行型対策先行型 ＪＤＩ型ＪＤＩ型ＪＤＩ型ＪＤＩ型

原因対策区分原因対策区分原因対策区分原因対策区分

方向性
は？

見えている

見えて
いない

問題課題に適した進め方を見極める
ことで､無駄･無理のない活動を展開
問題課題に適した進め方を見極める
ことで､無駄･無理のない活動を展開

※３

（現段階未認知）
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演習問題(宿題) 20問題課題のタイプと問題課題のタイプと問題課題のタイプと問題課題のタイプとQCQCQCQCストーリの選択ストーリの選択ストーリの選択ストーリの選択

別途詳細資料提供
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新たな視点：『犯人探し』⇒『恋人探し』
攻め方 犯人捜しのアプローチ 恋人探しのアプローチ

思 考 原因追及型 目的探索型

品 質 区 分 守りの品質 攻めの品質

適 用 範 囲 自工程(クローズ) 関連工程(オープン)

取 組 姿 勢 性悪説・マイナス志向 性善説・プラス志向

問題のﾀｲﾌﾟ ゼロ化・減少問題 増加問題・満足度向上

展 開 統計・論理・分析・理性的 直観・創造・アイデア・感性的

レ ベ ル 改善・修復 変革・変更

質 問
→対 応

その原因はなんですか？ その目的はなんですか？

→その原因を除去せよ →それなら他にもっと良い方法がある

テーマ事例 ・「お客様待ち時間の短縮」
・「苦情処理件数のゼロ化」

・「お客様お待たせ感からの解放」
・「“いいね！”件数の倍増」

（現段階未認知）

原因は原因は原因は原因は
何だろう？何だろう？何だろう？何だろう？
原因は原因は原因は原因は

何だろう？何だろう？何だろう？何だろう？
何のために何のために何のために何のために

そうしてるの？そうしてるの？そうしてるの？そうしてるの？
何のために何のために何のために何のために

そうしてるの？そうしてるの？そうしてるの？そうしてるの？
《目的探索型》

1.テーマの選定
2.現状の把握と目標設定
3.活動計画の作成
4.目的の追及と整理
5.代替案の創造と選択
6.実施と効果の確認
7.標準化と管理の定着
8.反省と今後の課題

《目的探索型》
1.テーマの選定
2.現状の把握と目標設定
3.活動計画の作成
4.目的の追及と整理
5.代替案の創造と選択
6.実施と効果の確認
7.標準化と管理の定着
8.反省と今後の課題

21

５.まとめ

22
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強い現場とは 23

自分達で問題を発見し、解決する意志

とスキルを持った主体的・能動的な現場

「決められたことだけをやる」の

ではなく「浮かび上がってくるさ

まざまな問題を当事者として解決

する」自律的・能動的なパワーこ

そ…『強い現場』の源泉

引用：㈱ﾛｰﾗﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙｶﾞｰ代表取締役COO 遠藤 功「現場力を鍛える」
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24
小集団改善活動のプラットフォーム※1

現
場
力

現
場
力

現
場
力

現
場
力

向
上

向
上

向
上

向
上

自律自律自律自律

風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土

上位方針上位方針上位方針上位方針上位方針上位方針上位方針上位方針

強強強強 いいいい
職職職職 場場場場

活力あ活力あ活力あ活力あ
る職場る職場る職場る職場

顧客満足顧客満足顧客満足顧客満足
の向上の向上の向上の向上

業績向上業績向上業績向上業績向上
への貢献への貢献への貢献への貢献

小集団活動小集団活動小集団活動小集団活動

品質第一 品質第一
 Fact Control
 プロセス改善・変革
 創造⼒の発揮

 顧客志向
 PDCAサイクル

QCQCQCQC的考え方的考え方的考え方的考え方

※1．プラットフォーム：共通の基盤・枠組み

柔軟な柔軟な柔軟な柔軟な
取組み取組み取組み取組み

共感共感共感共感･共鳴･共鳴･共鳴･共鳴
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・2011/3/11東日本大震災の13日後、１台のクロネコヤマトの宅配トラッ

クがあの瓦礫の中を通っている衝撃的な写真がある。

・ヤマト運輸本社がまだ何の指示も出していない時に、現場のドライバー達の

自らの判断で可能な宅配および支援物資の配送を行っていた。

彼ら自身も被災しているにもかかわらずである。

・彼らをそうした行動に導いたのは、魅力ある経営ビジョンと小集団活動によ

る自律的な現場運営風土がある。

ヤマト運輸の社訓ヤマト運輸の社訓ヤマト運輸の社訓ヤマト運輸の社訓

一、一、一、一、ヤマトは我なりヤマトは我なりヤマトは我なりヤマトは我なり

一、運送行為は、一、運送行為は、一、運送行為は、一、運送行為は、委託者の委託者の委託者の委託者の

意思の延長意思の延長意思の延長意思の延長と知るべしと知るべしと知るべしと知るべし

一、思想を堅実に、礼節を一、思想を堅実に、礼節を一、思想を堅実に、礼節を一、思想を堅実に、礼節を

重んずべし重んずべし重んずべし重んずべし

（写真‘11年3月24日朝日新聞より）

「クロネコヤマトの奇跡」「クロネコヤマトの奇跡」「クロネコヤマトの奇跡」「クロネコヤマトの奇跡」 26
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ヤマトの小集団活動 27

当社では、社員一人ひとりが自ら判断して自発的
に行動できる仕組みとして、当初から小集団活動
を基本としている。
たとえばSD(サービスドライバ)の場合、７～10
人のチームに１つのエリアを任せ、組織の活性化
を図っている。我々は『小集団が精鋭をつくる』
と考えている。
現場での判断基準となるのは「サービスが先、利
益は後」という考え方だ。仕事をしていて迷うこ
とがあれば、「お客様のためになるかどうか」を
まず考えて行動します。

SDSDSDSD考案：お届け通知サービス考案：お届け通知サービス考案：お届け通知サービス考案：お届け通知サービス､､､､クール宅急便クール宅急便クール宅急便クール宅急便､､､､スキー･ゴルフ宅急便スキー･ゴルフ宅急便スキー･ゴルフ宅急便スキー･ゴルフ宅急便

家電取付け･配線サービス家電取付け･配線サービス家電取付け･配線サービス家電取付け･配線サービス､､､､まごころまごころまごころまごころ((((見守り見守り見守り見守り))))宅急便など宅急便など宅急便など宅急便など

（ヤマト運輸記事@月刊_人材教育 2014年02月号）
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28

以上

ご清聴ありがとうございました。
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29CSR・SDGs

『株式会社メトロ』ホームページから引用

持続可能な開発目標 by 2030
@国連サミット in 9/2015

SDGs
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ダイバーシティ 30

『日本建設産業職員労働組合協議会』ホームページから引用
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不
合
格
領
域

31日本の物作りに対する過信

合格領域

上限規格値

上限規格値を十分下回る精
度で作られており不合格品
が発生する確率は極めて少
なく、抜取り検査でOK

上限規格値を上回る不合格
品が多く発生する確率が高
く、全数検査とし不合格品
はすべて破棄する

日本の
物作り
と検査

某国の
物作り
と検査

検査工程は“必要悪”ではなく“製品保証の”必須工程
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攻めの品質と守りの品質 32

満足

不満⾜

不充⾜ 充足

攻めの品質
(魅⼒的品質)

守りの品質
(当たり前品質)

当たり前レベル

Ex.⾛⾏・停⽌性能

Ex.操作性や内装

品質レベルが満た
されても特に満足
を感じることはな
いが、これが欠落
すると不満(クレー
ム)となる

品質レベルが低下
しても不満にはな
らないが、これを
向上すればするほ
ど満足度が向上す
る

Kano Model︓狩野紀昭（東京理科⼤）
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小集団と各階層の連携

①①①①全社大会への出席と表彰全社大会への出席と表彰全社大会への出席と表彰全社大会への出席と表彰
②ﾄｯﾌﾟ診断の開催②ﾄｯﾌﾟ診断の開催②ﾄｯﾌﾟ診断の開催②ﾄｯﾌﾟ診断の開催
③第一線職場との対話③第一線職場との対話③第一線職場との対話③第一線職場との対話
④ﾐﾄﾞﾙ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰの査定④ﾐﾄﾞﾙ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰの査定④ﾐﾄﾞﾙ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰの査定④ﾐﾄﾞﾙ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰの査定

①①①①ﾀｲﾐﾝｸﾞの良い指導･支援ﾀｲﾐﾝｸﾞの良い指導･支援ﾀｲﾐﾝｸﾞの良い指導･支援ﾀｲﾐﾝｸﾞの良い指導･支援
②活動の評価尺度設定②活動の評価尺度設定②活動の評価尺度設定②活動の評価尺度設定
③関与すべきｽﾃｯﾌﾟ③関与すべきｽﾃｯﾌﾟ③関与すべきｽﾃｯﾌﾟ③関与すべきｽﾃｯﾌﾟ
・ﾃｰﾏ選定のｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ・ﾃｰﾏ選定のｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ・ﾃｰﾏ選定のｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ・ﾃｰﾏ選定のｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ
・ﾃｰﾏに合ったﾁｰﾑ編成・ﾃｰﾏに合ったﾁｰﾑ編成・ﾃｰﾏに合ったﾁｰﾑ編成・ﾃｰﾏに合ったﾁｰﾑ編成
・ﾃｰﾏ解決時の成果の把握・ﾃｰﾏ解決時の成果の把握・ﾃｰﾏ解決時の成果の把握・ﾃｰﾏ解決時の成果の把握
・歯止めの承認と水平展開・歯止めの承認と水平展開・歯止めの承認と水平展開・歯止めの承認と水平展開
・成果報告会の開催・成果報告会の開催・成果報告会の開催・成果報告会の開催
④教育の実施④教育の実施④教育の実施④教育の実施
⑤外部大会⑤外部大会⑤外部大会⑤外部大会/研修参加支援研修参加支援研修参加支援研修参加支援

①①①①上位方針を理解し、職場上位方針を理解し、職場上位方針を理解し、職場上位方針を理解し、職場
の重点課題からﾃｰﾏｱｯﾌﾟの重点課題からﾃｰﾏｱｯﾌﾟの重点課題からﾃｰﾏｱｯﾌﾟの重点課題からﾃｰﾏｱｯﾌﾟ

②ﾒﾝﾊﾞｰが重要と判断する②ﾒﾝﾊﾞｰが重要と判断する②ﾒﾝﾊﾞｰが重要と判断する②ﾒﾝﾊﾞｰが重要と判断する
職場改善ﾃｰﾏも含む職場改善ﾃｰﾏも含む職場改善ﾃｰﾏも含む職場改善ﾃｰﾏも含む

小集団小集団小集団小集団
へのへのへのへの
動機付け動機付け動機付け動機付け

小集団小集団小集団小集団
への関与への関与への関与への関与

ミドルミドルミドルミドル
の査定の査定の査定の査定

上位課題上位課題上位課題上位課題
への自らへの自らへの自らへの自ら
の関与の関与の関与の関与

風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土風通しの良い職場風土

ミドル

ボトム

（小集団）

トップ

ミドル

マネージャー
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34

パーク名・・・せと風の丘パーク（佐田岬）
事業規模・・・1000kW風車×11基(定格出力

11,000kW)
導入機種・・・三菱重工業MWT-1000
サイズ・・・・高さ78m、翼直径70m
予想発電量・・29,000MWh/年
運転開始・・・平成15年10月
撮影(青野) ・・2018年5月1日

表紙の解説


